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北
野
恒
富
《
花
の
夜
》（
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
）
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北
野
恒
富
に
よ
る
掛
幅
《
花
の
夜
》（
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
）〔
図
一
〕
は
、
絹

本
著
色
、
本
紙
縦
一
四
〇
・
一
、
横
四
九
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
作
品
で
あ
る
。

桜
の
下
に
立
つ
美
人
が
、
画
面
向
か
っ
て
や
や
右
よ
り
に
描
か
れ
て
い
る
。
唐
輪
髷

と
弛
ま
せ
た
着
物
の
着
付
け
方
か
ら
、
江
戸
時
代
前
期
の
婦
女
図
を
想
起
さ
せ
る①
。

美
人
は
、
伏
し
目
で
画
面
斜
め
右
下
を
向
き
、
き
ゅ
っ
と
口
角
を
あ
げ
て
微
笑
ん
で

い
る
。
ど
こ
か
恥
ず
か
し
気
で
、
何
か
を
悟
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
面
持
ち
で
あ
る
。

桜
と
美
人
の
や
わ
ら
か
さ
が
相
ま
っ
て
「
は
ん
な
り
」
と
し
た
空
気
が
画
面
に
広
が

っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
よ
く
描
か
れ
た
「
桜
下
美
人
図
」
に
基
づ
く
主
題
で
は
あ

る
が
、
モ
ダ
ン
で
甘
美
な
印
象
を
与
え
る
。

　

北
野
恒
富
（
一
八
八
〇
～
一
九
四
七
）
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
活
躍

し
た
大
阪
画
壇
を
代
表
す
る
画
家
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
恒
富
は
、
東
京
の
鏑
木

清
方
（
一
八
七
八
～
一
九
七
二
）、
京
都
の
上
村
松
園
（
一
八
七
五
～
一
九
四
九
）
と

並
び
、
美
人
画
家
と
し
て
の
地
位
を
大
阪
で
確
立
し
た
。
近
年
、
恒
富
を
め
ぐ
っ
て

は
、
橋
爪
節
也
氏
ら
に
よ
っ
て
、「
美
人
画
家
」「
浪
華
情
緒
」
と
謳
わ
れ
て
き
た
恒

富
の
芸
術
性
が
再
考
さ
れ
た
。
大
阪
で
初
の
大
回
顧
展
と
な
っ
た
『
没
後
70
年 

北
野

恒
富
展
』（
平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）
開
催
）
は
、
記
憶
に
新
し
い
。
本
図
も
右
の

展
覧
会
に
出
展
さ
れ
た
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
ず
、
具
体
的
な
考
察
を
行
う
前
に
、

恒
富
の
画
業
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る②
。

　

北
野
恒
富
（
本
名
：
北
野
富
太
郎
）
は
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）、
五
月
五

日
、
金
沢
市
の
前
田
藩
士
北
野
嘉
左
衛
門
の
三
男
に
生
ま
れ
た
。
小
学
校
卒
業
後
、

一
七
歳
に
し
て
北
國
新
聞
の
彫
刻
部
に
勤
め
る
が
、
彫
刻
師
の
中
山
駒
太
郎
に
、「
画

家
ハ
都
会
二
ア
ラ
ネ
バ
面
白
カ
ラ
ズ
」
と
勧
め
ら
れ
、
大
阪
に
出
る
。
大
阪
で
版
下

彫
刻
に
従
事
す
る
傍
ら
、
稲
野
年
恒
（
一
八
五
八
～
一
九
〇
七
）
に
師
事
す
る
。
そ

の
後
、
彫
刻
師
と
し
て
の
才
能
を
開
花
さ
せ
た
が
、
画
家
の
道
を
志
す
。
明
治
四
〇

年
（
一
九
〇
七
）
に
は
、
大
阪
画
壇
の
低
迷
不
振
を
受
け
、
尾
竹
趣
堂
（
一
八
六
八

～
一
九
三
一
）、
金
森
観
陽
（
一
八
八
四
～
一
九
三
二
）
ら
の
挿
絵
画
家
と
と
も
に
、

大
阪
絵
画
春
秋
会
を
組
織
し
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
は
、
巽
画
会
大
阪
支

部
に
加
わ
っ
た
。
翌
年
、
第
五
回
文
展
に
、《
日
照
雨
》
を
出
展
し
、
第
三
等
賞
を
獲

得
し
全
国
に
そ
の
名
を
馳
せ
た
。

　

大
正
に
入
っ
て
か
ら
は
、
菅
楯
彦
（
一
八
七
八
～
一
九
六
三
）、
野
田
九
浦
（
一
八

七
九
～
一
九
七
一
）、
上
島
鳳
山
（
一
八
七
五
～
一
九
二
〇
）
ら
と
と
も
に
、
大
正
美

術
会
を
結
成
す
る
。
大
阪
画
壇
の
変
革
は
、
本
会
に
よ
っ
て
推
進
し
た
と
さ
れ
る③
。

こ
の
頃
の
恒
富
は
、《
浴
後
》
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
調
と
洋
画

の
写
実
性
を
取
り
入
れ
、
頽
廃
的
な
美
人
画
を
確
立
さ
せ
た
。
京
都
の
画
家
か
ら
「
画

壇
の
悪
魔
派
」
と
称
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）、
第
七
回
文
展

に
出
展
し
た
、《
朝
露
》（
現
在
名
「
道
行
」）
の
落
選
を
機
に
、
文
展
に
反
発
す
る
。

こ
の
頃
、
横
山
大
観
（
一
八
六
八
～
一
九
五
八
）
の
誘
い
で
再
興
日
本
美
術
院
に
接

近
し
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
再
興
第
一
回
院
展
に
《
願
い
の
糸
》、
翌
年
の
第

二
回
展
に
「
赤
と
黒
と
の
印
象
」
に
よ
る
代
表
作
、《
鏡
の
前
》
を
出
展
し
た
。
そ
の

後
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
は
、
院
展
の
同
人
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
精
力
的
な
制
作
活
動
の
傍
ら
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
、
大
阪
美

術
展
覧
会
（
大
展
）
の
設
立
に
加
わ
り
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
は
、
観
陽
、



一
三
八

島
成
園
（
一
九
九
二
～
一
九
七
〇
）、
水
田
竹
圃
（
一
八
八
三
～
一
九
五
八
）、
矢
野

橋
村
（
一
八
九
〇
～
一
九
六
五
）
ら
と
大
阪
茶
話
会
を
設
立
し
た
。
こ
の
頃
の
恒
富

は
、
大
正
初
期
の
洋
風
表
現
か
ら
離
れ
、
浮
世
絵
な
ど
の
古
典
絵
画
を
研
究
し
た
。

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
《
淀
君
》（
耕
三
寺
博
物
館
蔵
）
は
、
そ
の
代
表
作
と
し

て
名
高
い
。

　

そ
の
後
、
画
塾
「
白
燿
社
」
を
主
宰
し
、
門
下
生
た
ち
と
ア
ト
リ
エ
を
構
え
る
な

ど
、
後
進
画
家
た
ち
の
育
成
に
尽
力
し
た
。
戦
後
に
は
、
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）

に
大
阪
市
立
美
術
館
・
絵
画
研
究
所
の
日
本
画
講
師
に
招
か
れ
る
が
、
翌
年
五
月
二

〇
日
、
三
野
郷
村
の
自
宅
に
て
、
六
七
歳
で
急
逝
し
た
。

　

さ
て
、
本
図
の
落
款
印
章
〔
図
二
〕
を
見
る
と
、「
恒
富
作
」
の
墨
書
に
よ
る
署
名

は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
頃
の
《
淀
君
》（
大
阪
中
之
島
美
術
館
蔵
）
や
翌
年
の

《
茶
々
殿
》
に
似
る
。
極
め
て
細
線
で
軽
快
な
筆
運
び
の
書
体
で
あ
る
。
特
に
、「
富
」

の
「
畐
」
を
省
略
し
て
細
線
で
記
す
書
体
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
以
降
に
見

ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。

　

印
章
は
、
白
文
長
方
印
「
徒
祢
等
微
（
つ
ね
と
み
）」
で
あ
る
。
こ
れ
と
よ
く
似
る

印
章
を
も
つ
作
品
と
し
て
は
、
大
正
後
期
の
《
墨
染
》、
朱
印
で
は
あ
る
が
、
大
正
前

期
の
《
鷺
娘
》、《
仙
人
》、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
署
名
と
印
章
に
若
干
の
齟
齬
が
生

じ
る
が
、
本
図
は
概
ね
大
正
九
～
十
年
（
一
九
二
〇
～
一
九
二
一
）
頃
に
制
作
さ
れ

た
作
品
で
あ
ろ
う
。

　

本
図
の
美
人
の
身
体
は
、
頭
か
ら
足
先
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。
身
体
の
前
で
、

右
手
を
上
、
左
手
を
下
に
し
て
重
ね
た
両
手
は
、
小
袖
の
袂
を
持
ち
上
げ
、
ク
ロ
ッ

キ
ー
を
思
わ
せ
る
筆
致
〔
図
三
〕
で
襞
の
動
き
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
線

の
処
理
は
少
し
粗
さ
が
残
っ
て
お
り
、
平
面
的
で
あ
る
。
ま
た
、
女
性
ら
し
い
丸
み

の
あ
る
肩
の
フ
ォ
ル
ム
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
制
作
さ
れ
た
一
連
の
《
淀

君
》
に
共
通
し
て
い
る
。

　

色
彩
に
注
目
す
る
と
、
大
正
初
期
の
作
品
（《
鏡
の
前
》、《
暖
か
》
な
ど
）
の
特

徴
、「
赤
と
黒
と
の
印
象
」
が
本
作
に
も
見
ら
れ
る
。
着
物
に
配
色
さ
れ
た
緋
色
は
、

鮮
や
か
な
色
面
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
正
初
期
の
ほ
の
暗
く
濃
厚
な
色
面
と

は
異
な
り
、
や
や
淡
彩
気
味
で
明
る
い
画
面
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

昭
和
の
作
品
の
傾
向
に
接
近
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
窺
え
る④
。
着
物
の
模
様
に
は
、
恒

富
が
好
ん
だ
鹿
の
子
絞
で
、
御
所
車
の
車
輪
が
意
匠
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
羽
織
に

は
、
波
と
船
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
図
を
紹
介
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
作
品
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
正

九
年
（
一
九
二
〇
）
頃
に
制
作
さ
れ
た
《
花
》〔
図
四
〕
で
あ
る
。
本
図
と
同
様
の
図

柄
を
と
る
が
、
美
人
の
目
鼻
立
ち
や
着
物
の
造
形
に
は
、
緊
張
感
が
あ
り
、
色
彩
も

濃
厚
で
ほ
の
暗
い
。
特
に
、
着
物
の
輪
郭
線
に
は
、《
淀
君
》（
耕
三
寺
博
物
館
蔵
）

〔
図
五
〕〔
図
六
〕
と
同
様
の
、
ハ
ッ
チ
ン
グ
の
よ
う
な
細
か
い
線
の
重
な
り
を
確
認

で
き
、
立
体
的
な
造
形
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、《
花
》
は
、《
淀
君
》

と
近
い
時
期
に
制
作
さ
れ
、
本
図
よ
り
も
先
行
し
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
し
得

る
。

　

両
作
品
を
比
較
す
る
と
、
美
人
の
表
現
に
、
決
定
的
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ

は
、
肌
の
血
色
の
表
現
で
あ
ろ
う
。《
花
》
は
、
頬
に
若
干
の
血
色
が
確
認
で
き
る

が
、
本
図
に
は
、
目
の
際
、
耳
た
ぶ
〔
図
七
〕、
手
足
の
指
先
お
よ
び
爪
、〔
図
八
〕

〔
図
九
〕
な
ど
に
、
淡
い
緋
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
図
に
は
、
血
が
通
っ

た
美
人
の
生
き
生
き
と
し
た
肌
の
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

恒
富
自
身
が
、
美
人
画
に
つ
い
て
言
及
し
た
「『
美
人
画
』
と
い
ふ
呼
称
」
に
は
、



一
三
九

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

実
際
を
い
ふ
と
、
今
日
で
は
も
う
所
謂
美
人
画
が
飽
か
れ
て
し
ま
つ
た
。
そ

れ
が
亦
当
然
過
ぎ
る
ほ
ど
当
然
な
わ
け
で
あ
る
。
少
く
と
も
画
で
も
鑑
賞
し
よ

う
と
い
ふ
ほ
ど
の
人
は
、
大
丸
や
高
島
屋
の
シ
ヨ
オ
ウ
ヰ
ン
ド
に
飾
ら
れ
た
細

工
人
形
の
や
う
な
美
人
を
美
人
と
し
て
見
る
や
う
な
幼
稚
さ
で
は
な
い
事
を
知

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
現
代
人
の
有
つ
て
ゐ
る
美
人
と
い
ふ
標
準
は
、
決
し
て
色
で

仕
上
げ
た
有
平
糖
の
や
う
な
美
し
い
女
で
は
な
く
て
、
健
や
か
な
肉
体
か
ら
、

生
き
生
き
し
た
精
神
の
い
き
り
が
沁
み
出
し
て
ゐ
る
や
う
な
女
性
で
あ
る
。
随

つ
て
目
鼻
立
ち
が
少
々
何
う
あ
ら
う
と
、
髪
の
生
際
が
如
何
で
あ
ら
う
と
、
そ

ん
な
事
に
は
殆
ど
頓
着
が
な
い
と
云
つ
て
よ
い
。
故
に
現
代
人
の
欣
求
し
て
ゐ

る
美
人
―
女
の
画
は
、
も
ウ
所
謂
美
人
画
と
い
ふ
型
を
認
め
て
ゐ
な
い
画
そ

の
も
の
ゝ
持
つ
内
容
、
内
部
生
命
に
あ
る
事
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

　

だ
か
ら
私
は
思
ふ
、
目
鼻
立
ち
と
か
、
姿
と
か
、
線
と
か
色
と
か
に
注
意
を

払
っ
た
美
人
画
よ
り
も
、
そ
ん
な
事
は
第
二
義
と
し
て
、
少
々
不
縹
緻
で
も
、

線
が
ピ
リ
〳
〵
顫
へ
て
ゐ
て
も
よ
い
。
女
を
現
し
た
画
と
し
て
の
調
子
が
取
れ

て
ゐ
て
、
作
家
の
個
性
が
遺
憾
な
く
現
は
れ
、
生
命
が
躍
動
し
て
ゐ
る
も
の
な

ら
ば
、
そ
れ
は
推
奨
す
る
に
足
り
る
立
派
な
作
品
で
あ
る
と
云
へ
る
。
も
つ
と

突
つ
こ
ん
で
云
つ
て
み
れ
ば
、
所
謂
美
人
画
の
や
う
な
カ
チ
〳
〵
し
て
理
知
的

な
型
に
囚
は
れ
た
も
の
ゝ
現
は
れ
で
な
く
て
、
純
感
情
か
ら
生
ま
れ
て
来
た
命

の
あ
る
和
ら
か
さ
を
望
み
た
い
の
で
あ
る⑤
。

　

恒
富
は
、
百
貨
店
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
並
ぶ
、
マ
ネ
キ
ン
の
よ
う
な
類
型
化

し
た
造
形
を
拒
み
、
女
性
の
健
や
か
な
肉
体
か
ら
、
生
き
生
き
と
し
た
生
命
感
が
い

き
り
沁
み
だ
す
よ
う
な
造
形
を
志
向
し
た
。
し
か
も
そ
れ
は
、
必
ず
し
も
絵
画
の
技

巧
の
卓
越
さ
に
関
係
す
る
も
の
で
は
な
く
、
少
々
表
現
に
未
熟
さ
が
あ
っ
て
も
、
画

家
の
個
性
が
発
揮
さ
れ
、
生
命
が
躍
動
し
た
女
性
を
描
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
優
れ
た

作
品
で
あ
る
と
確
信
し
た
。
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
い
え
ば
、
画
家
の
純
粋
な
感
情
か

ら
生
ま
れ
た
生
命
の
「
や
わ
ら
か
さ
」、
換
言
す
れ
ば
「
人
間
ら
し
さ
」
の
あ
る
女
性

を
描
く
こ
と
を
理
想
と
し
た
。

　

大
正
末
期
に
示
さ
れ
た
右
の
主
張
は
、
恒
富
が
技
巧
よ
り
も
「
生
命
感
」
と
い
っ

た
、
内
面
的
な
表
現
を
重
視
し
た
こ
と
を
顕
著
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま

え
て
改
め
て
本
図
と
《
花
》
を
比
較
す
る
と
、
平
面
的
な
画
面
が
志
向
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
美
人
の
肌
か
ら
は
、
生
き
生
き
と
し
た
生
命
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
し

て
美
人
か
ら
は
、
ど
こ
か
「
は
ん
な
り
」
と
し
た
、
や
わ
ら
か
な
情
緒
が
沁
み
だ
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
図
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
恒
富

の
造
形
志
向
を
予
兆
さ
せ
る
、
一
作
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

註①　
『
北
野
恒
富
展
』（
二
〇
〇
三
年
、
監
修
：
橋
爪
節
也　

編
：
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ

ャ
ラ
リ
ー
他
）
七
一
頁
。

②　

本
稿
で
は
、
北
野
恒
富
年
譜
（
編
：
橋
爪
節
也
、
谷
岡
彩
）『
没
後
70
年　

北
野
恒
富

展
』
を
参
照
し
た
。
二
二
六
～
二
三
六
頁
。

③　

橋
爪
節
也
「
夜
雨
庵　

北
野
恒
富
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の
芸
術
と
逆
説
」
前
掲
書
『
北
野
恒
富
展
』

一
五
二
頁
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前
掲
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『
没
後
70
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北
野
恒
富
展
』
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〇
頁
。

⑤　

北
野
恒
富
「『
美
人
画
』
と
い
ふ
呼
称
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大
毎
美
術
』
第
十
六
号
、
大
正
十
三
年
、

一
月
発
刊
）
本
稿
で
は
、
前
掲
書
『
北
野
恒
富
展
』
一
七
八
～
一
七
九
頁
か
ら
引
用
し

た
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一
四
一

〔図一〕北野恒富《花の夜》

〔図三〕《花の夜》（部分）

〔図二〕《花の夜》落款印章



一
四
二

〔図六〕《花》（部分） 〔図五〕《淀君》（部分）
（耕三寺博物館蔵）

〔図四〕北野恒富《花》（部分）

〔図八〕《花の夜》（部分）

〔図九〕《花の夜》（部分）

〔図七〕《花の夜》（部分）


